

















































and Swann, 1989）、人生の満足度が高く（Diener, 1984）、
不安が少なく（Pyszczynski and Greenberg, 1987）、絶望感
（hopelessness）が低く（Crocker et al., 1994）、抑うつ性の症










いう調査分析を報告し、Midlarsky et al.（1981）、原田 
（1992）は、自尊感情の高い人はもっとも援助的だとする研















































































































































 1． 少なくとも人並みには、価値のある人間である。 1 2 3 4 5
 2． 色々な良い素質をもっている。 1 2 3 4 5
 3． 敗北者だと思うことがよくある。 1 2 3 4 5
 4． 物事を人並みには、うまくやれる。 1 2 3 4 5
 5． 自分には、自慢できるところがあまりない。 1 2 3 4 5
 6． 自分に対して肯定的である。 1 2 3 4 5
 7． だいたいにおいて、自分に満足している。 1 2 3 4 5
 8． もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。 1 2 3 4 5
 9． 自分はまったくだめな人間だと思うことがよくある。 1 2 3 4 5




































































偏差 偏差 偏差 偏差
 1． 全ての人が住み慣れた地域で安心して老
後の生活ができる事を願う
2.18 1.52 1.61 1.20 2.28 1.50 2.60 1.80
 2． 全ての人の基本的人権を守っている 2.71 1.12 2.44 .86 2.78 1.07 2.87 1.51
 3． 利用者本位の立場から自己決定を最大限
尊重している
2.78 1.04 2.56 .78 2.78 1.03 3.07 1.33
 4． クライエントの自立に向けた援助・ 
介護を提供している
2.85 1.06 2.67 .77 2.80 1.09 3.20 1.26
 5． 豊かな感性と的確な判断力を養っている 3.08 0.81 3.00 .84 3.03 0.73 3.33 0.98
 6． 深い洞察力がある 3.18 0.75 3.00 .59 3.20 0.79 3.33 0.82
 7． 職務上知り得た個人情報を守っている 2.23 1.40 2.00 1.19 2.13 1.24 2.80 1.90
 8． 関連する職種と積極的な連携を図り、協
力して行動している
2.71 1.28 2.44 .98 2.68 1.23 3.13 1.64
 9． クライエントの要求や要望を代弁するこ
とも重要な役割である
2.45 1.40 2.06 1.21 2.53 1.28 2.73 1.83
10． 専門職として常に積極的な態度で地域住
民と接している
3.14 0.90 3.28 .67 3.03 0.95 3.27 1.03

















ている」（r＝ .265, p<.05）、「8. 関連する職種と積極的な連








「7. 職務上知り得た個人情報をまもっている」（r＝ .359, 
p<.05）、「8. 関連する職種と積極的な連携を図り、協力して












ている」（r＝ .303, p<.01）、「4. クライエントの自立にむけた















 1． 全ての人が住み慣れた地域で安心して老後の生活ができることを願う .333**
 2． 全ての人の基本的人権を守っている .147
 3． 利用者本位の立場から自己決定を最大限尊重している .209
 4． クライエントの自立に向けた援助・介護を提供している .202
 5． 豊かな感性と的確な判断力を養っている .164
 6． 深い洞察力がある .147
 7． 職務上知り得た個人情報を守っている .265*
 8． 関連する職種と積極的な連携を図り、協力して行動している .247*






























 1． 全ての人が住み慣れた地域で安心して老後の生活ができることを願う .229 .408** .183
 2． 全ての人の基本的人権を守っている -.113 .088 .139
 3． 利用者本位の立場から自己決定を最大限尊重している .090 .151 .165
 4． クライエントの自立に向けた援助・介護を提供している -.035 .084 .308
 5． 豊かな感性と的確な判断力を養っている -.063 .013 .406
 6． 深い洞察力がある -.134 -.055 .320
 7． 職務上知り得た個人情報を守っている .045 .359* .165
 8． 関連する職種と積極的な連携を図り、協力して行動している -.018 .340* .103
 9． クライエントの要求や要望を代弁することも重要な役割である .036 .356* .081
10． 専門職として常に積極的な態度で地域住民と接している -.105 .265 .040







 1． 全ての人が住み慣れた地域で安心して老後の生活ができることを願う .309* .359
 2． 全ての人の基本的人権を守っている .124 .167
 3． 利用者本位の立場から自己決定を最大限尊重している .303* -.038
 4． クライエントの自立に向けた援助・介護を提供している .306* -.042
 5． 豊かな感性と的確な判断力を養っている .253 -.020
 6． 深い洞察力がある .258 .077
 7． 職務上知り得た個人情報を守っている .350* -.007
 8． 関連する職種と積極的な連携を図り、協力して行動している .232 .249
 9． クライエントの要求や要望を代弁することも重要な役割である .222 .259
10． 専門職として常に積極的な態度で地域住民と接している .149 -.244
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荻野
Research on the Relationship between Self-esteem and Ethical Senses in Care Workers
Motoyuki OGINO
School of Social Welfare, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus), 
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : In this study, the relationship between the self-esteem of care workers and their ethical senses were analyzed. 
The average value of “having a deep insight” was the highest in the eleven ethical senses, and in connection with self-
esteem, the values were comparatively higher in the medium and high groups than in the low group.  In the medium group, 
but not in the low or high group, the self-esteem significantly correlated with four items out of the eleven ethical senses. 
From these results, it is considered that the medium level of self-esteem may lead to promoter the ethical senses in the care 
workers, but not in the non-care worker.
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